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水
が鋸
珠
線廟嫌仰弥

経
て
国
連

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
本
部
の
環

境
審
議
官
な
ど
を
歴
任
し
、

世
界
の

水
事
情
に
精
通
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ

オ
ー
タ
・ジ
ヤ
パ
ン
代
表
の
吉
村
和

就
氏
に
話
を
聞
い
た
。
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現
在
の
日
本
の
状
態
は
、政

党
、行

政
、

民
間
の
三
位

一
体
で
の
取
り
組

み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

肝
心
の

リ
ー
ダ
ー
が
不
在
で
す
。

そ
も
そ
も

日
本
の
水
事
業
は
、故
・中
川
昭

一
元

財
務
大
臣
が
力
を
注
ぎ
、

今
日
が
あ

り
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
は
、中

川
氏

の
声
掛
け
で
、

国
内
外
の
水
問
題
解

決
に
向
け
て
「水
の
安
全
保
障
戦
略

機
構
」
が
立
ち
上
が
り
、次

い
で
１３
省

庁
連
絡
会
が
設
け
ら
れ
、

今
の
三
位

一
体
の
基
礎
が
で
き
ま
し
た
。

前
原
誠
司
国
土
交
通
大
臣
や
直
鴫

正
行
経
済
産
業
大
臣
が
ベ
ト
ナ
ム
や

イ
ン
ド
に
行
き
、

イ
ン
フ
ラ
事
業
の

ト
ツ
プ
セ
ー
ル
を
し
て
き
ま
し
た

が
、

帰
り
に
ク注

文
書
考
を
も
ら
つ
て

き
た
人
は
い
ま
せ
ん
。

外
貨
の
獲
得

は
国
益
と
な
る
と
い
う
考
え
を
総
理

ま

髄

糠
郷
鋒

瑾

碁

州
２
位
の
水
道
事
業
会
社
の
買
収
を

決
め
た
。

現
地
の
運
営
管
理
事
業
を

先
進
国
の
イ
ン
フ
ラ
を
事
業
と
し
て

と
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ

し
て
、

今
度
は
発
展
途
上
国
の
イ
ン

フ
ラ
ヘ
と
移

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

い
る
の
で
す
。

同
時
に
、

イ
ン
フ
ラ
整

備
は
、業

態
が
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、電

力
事
業
で
原
動
機
（タ
ー

ビ
ン
）を
売

っ
て
い
た
時
代
か
ら
、電

す
。

た
だ
、残

念
な
こ
と
に
グ
ル
ー
プ

や
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、

水
処
理
に
使
う

浸
透
膜
や
ポ
ン
プ
な
ど
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
ス

キ
ル
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
た
企
業
が

甲樹
器
で
簿
て
る

掛
盤

叫
埜

緊

ｈ
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大
臣
が
持
ち
、

国
家
戦
略
室
が
中
心

で
や
る
べ
き
事
業
な
の
で
す
。
ま
だ

ま
だ
日
本
は
、

国
家
を
挙
げ
て
水
や

イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い

る
諸
外
国
に
比
べ
、

体
制
が
目
劣
り

し
て
い
ま
す
。

現
在
、

最
も
海
外
で
戦
え
る
の
は

商
社
で
す
。

住
友
商
事
は
メ
キ
シ
コ

の
上
下
水
道
事
業
に
出
資
し
、

伊
藤

思
商
事
は
豪
州
の
海
水
淡
水
化
事
業

に
出
資
す
る
な
ど
、

相
次
い
で
水
ビ

ジ
ネ
ス
ヘ
参
入
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、

最
も
注
目
さ
れ
る
の
が

三
菱
商
事
の
動
き
で
す
。

同
社
は
、
日

揮
や
桂
原
と
共
同
で
新
た
な
水
事
業

会
社
を
つ
く
り
ま
し
た
。

今
年
中
に

は
資
本
を
倍
増
さ
せ
強
化
を
図
る
予

定
で
す
。

三
菱
商
事
が
他
の
会
社
と

違
う
の
は
、

単
に
投
資
す
る
だ
け
で

は
な
く
、

桂
原
が
持

っ
て
い
る
国
内

の
水
道
事
業
の
維
持
管
理
業
務
に
実

際
に
携
わ
る
点
で
す
。

海
外
で
成
功

し
て
い
る
水
メ
ジ
ャ
ー
に
共
通
す
る

の
は
、

国
内
で
十
分
な
実
績
を
積
ん

で
か
ら
海
外
へ
進
出
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

〓
一菱
連
合
の
新
会
社
は
、国

内

６
割
海
外
４
割
と
い
う
戦
略
を
持
っ

て
い
ま
す
。
レ」
れ
に
ア
ジ
ア
最
大
の

水
道
局
で
あ
る
東
京
都
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

海
外

で
成
功
す
る
た
め
に
は
、

信
頼
を
得

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

水
メ
ジ

ヤ
ー
は
、

中
南
米
な
ど
で
水
道
料
金

を
値
上
げ
し
、軋

礫
を
生
み
、結

局
は

撤
退
し
ま
し
た
。

民
間
企
業
は
業
績
が
悪
化
す
る

と
、簡

単
に
撤
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
水
事
業
で

は
、

安
定
的
な
供
給
が
不
可
欠
な
の

で
す
。

そ
の
点
、公

営
企
業
で
あ
る
東

京
都
の
参
入
は
、

信
頼
を
得
る
の
に

は
最
適
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
に
民
間

ノ
ウ
ハ
ゥ
が
加
わ
る
こ
と
で
、

効
率

的
な
経
営
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

す
。注

目
す
べ
き
動
き
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
水
運
営
会

社
を
買
収
し
、

そ
の
際
に
手
に
入
れ

た
モ
ル
ジ
ブ
の
上
下
水
道
経
営
に
着

手
し
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
日
立
の
Ｉ
Ｔ

技
術
を
導
入
し
た
新
た
な
水
道
経
営

を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
揮
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

水
事
業
会
社
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
と
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
を
組
み
、

中
国
で
海
水
淡

水
化
事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

そ

こ
に
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（国
際
協
力
銀
行
）

が
金
融
支
援
を
す
る
と
い
つヽ
新
た
な

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
＞こ
れ
ら
は
、
日
本
独
自
の
手
法
で

す
。今

後
は
、
テ」う
し
た
日
本
型
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

経
験
を
積

む
こ
と
で
、
１
５
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
水
メ
ジ
ャ
ー
に
対
抗
で
き
る

手
段
に
成
長
さ
せ
て
い
け
ば
い
い
の

で
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
（談
）
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